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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓

延
す
る
中
、
菅
内
閣
は
2
度

目
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

し
ま
し
た
。
事
業
者
の
自
粛

を
要
請
す
る
に
あ
た
っ
て
は

十
分
な
補
償
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
罰
則
と
い
う
強
権
的

な
手
法
で
は
な
く
、
雇
用
や

事
業
の
継
続
を
支
援
す
る
政

策
こ
そ
検
討
す
べ
き
で
す
。

韓
国
で
は
年
間
売
り
上
げ
額

が
6
0
0
0
万
ウ
ォ
ン
（
5

4
0
万
円
）
以
下
の
個
人
事

業
主
の
付
加
価
値
税
の
納
税

を
免
除
し
て
お
り
、
中
国
で

は
中
小
業
者
の
標
準
税
率
を

3
％
か
ら
1
％
に
減
税
し
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
や
営
業
へ

の
支
援
策
と
し
て
国
民
全
体

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

消
費
税
の
減
税
を
踏
み
切
っ

た
国
や
地
域
が
50
以
上
に
な

り
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
消
費

税
を
減
税
す
る
の
は
世
界
の

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
税
の
減
税
を
し
て
も
、
社

会
保
障
の
充
実
の
た
め
に
は

軍
事
費
の
削
減
、
政
党
助
成

金
の
廃
止
を
は
じ
め
、
所
得

税
最
高
税
率
の
引
き
上
げ
や

法
人
税
率
の
累
進
化
な
ど
、

応
能
負
担
の
原
則
に
基
づ
き

民
主
的
な
税
制
へ
転
換
す
る

こ
と
で
新
た
な
財
源
を
生
み

出
せ
ま
す
。

今
こ
そ
公
平
・
公
正
な
税

制
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

く
ら
し
と
仕
事
を
破
壊
す
る

最
悪
の
不
公
平
税
制
で
あ
る

消
費
税
反
対
の
世
論
を
さ
ら

に
広
げ
、
消
費
税
の
税
率
引

き
下
げ
、
そ
し
て
消
費
税
の

廃
止
に
追
い
込
む
こ
と
を
め

ざ
し
て
運
動
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。

宣伝チラシを配布する技能実習生の仲間（北事業所分会）

申
告
書
作
成
ま
で
を
一
対
一
で
お
手
伝
い

組
合
で
行
う
確
定
申
告
（
個
別
）
相
談
会
は
2
月
16
日
か
ら
3
月
10
日
ま
で
の

13
日
間
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
の
相
談
会
参
加
者
に
は
日
時
指
定
の
案
内
を
発
送

し
ま
し
た
が
、
昨
年
相
談
会
に
参
加
を
し
て
い
な
い
方
で
相
談
を
希
望
す
る
方

は
、
分
会
税
対
部
長
も
し
く
は
支
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
（
個
別
）
相
談
会

【
会
場
・
受
付
】
練
馬
支
部
会
館
・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
午
後
1
時
〜
3
時

【
2
月
日
程
】
16
日
・
17
日
・
18
日
・
19
日
・
25
日
・
26
日

【
3
月
日
程
】
1
日
・
3
日
・
4
日
・
5
日
・
8
日
・
9
日
・
10
日

消
費
増
税
減
税
・
廃
止
の

世
論
を
広
げ
る
宣
伝
活
動

は
、
今
年
度
も
他
団
体
と
共

闘
し
て
多
く
の
仲
間
の
参
加

で
到
達
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
2
0
2
0
年
の
一
年
間

で
土
建
1
4
0
人
、
他
団
体

18
人
の
合
計
1
5
8
人
が
参

加
し
、
12
月
に
は
3
人
の
ベ

ト
ナ
ム
の
技
能
実
習
生
が
消

費
税
増
税
反
対
の
趣
旨
に
賛

同
し
積
極
的
に
チ
ラ
シ
等
を

配
布
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
10
月
1
日
か

ら
10
％
へ
の
増
税
は
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
を
追

い
込
む
も
の
で
、
さ
ら
な
る

消
費
税
反
対
の
世
論
を
広
げ

れ
ば
消
費
税
の
税
率
引
き
下

げ
、
そ
し
て
消

費
税
の
廃
止
に

追
い
込
む
こ
と

は
可
能
で
す
。

地
域
へ
む
け
た

宣
伝
行
動
は
、

消
費
税
の
本
質

と
増
税
に
頼
ら

な
く
て
も
財
源

が
あ
る
こ
と
を

区
民
に
伝
え
る

大
切
な
活
動
と

な
り
ま
す
。

3
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
は
、
税
制

の
民
主
化
と
庶
民
大
増
税
を
許
さ
な
い
取
り
く

み
と
し
て
全
国
統
一
で
お
こ
な
わ
れ
る
重
要
な

集
会
で
す
。
地
域
の
組
合
や
団
体
・
市
民
と
共

闘
し
て
、
集
会
と
パ
レ
ー
ド
、
集
団
申
告
（
確

定
申
告
）
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
税
務
署
の
不

当
な
干
渉
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
に
つ
な
が
り

ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
仲
間
は
申
告
先
の
税

務
署
コ
ー
ス
に
集
合
し
仲
間
と
と
も
に
運
動
に

参
加
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
各
会

場
に
集
合
後
、
集
会
は
行
わ
ず
パ
レ
ー
ド
を
行

い
各
税
務
署
に
集
団
申
告
を
行
い
ま
す
。

※コロナ対応により内容が変更・中止と
なる場合がございます。
≪とき≫
3月12日（金）午前9時30分～

≪東税務署コース≫
平成つつじ公園集合→パレード

→東税務署（集団申告）
≪西税務署コース≫
あかしあ児童公園集合→パレード

→西税務署（集団申告）

（1月27日＝石神井公園駅前）
宣伝行動に参加した仲間達

▽
核
兵
器
の

開
発
、製
造
、

保
有
、威
嚇
、

援
助
、
奨
励

の
一
切
を
禁

じ
る
「
核
兵

器
禁
止
条

約
」
が
1
月
22
日
に
発
効
し

ま
し
た
。
条
約
は
核
兵
器
を

違
法
と
し
廃
絶
へ
促
す
国
際

的
枠
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ

ま
す
。
こ
の
条
約
に
対
し
各

国
の
議
会
が
承
認
し
た
「
批

准
」
は
52
か
国
。
批
准
に
は

至
ら
な
い
も
の
の
条
約
に
署

名
し
た
国
は
86
か
国
に
の
ぼ

り
ま
す
。
し
か
し
核
保
有
国

や
、
日
本
を
含
め
た
「
核
の

傘
」
の
下
に
あ
る
国
々
は
否

定
的
な
態
度
を
貫
き
、
背
を

む
け
続
け
て
い
ま
す
。
日
本

政
府
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
の
政
府
と
し
て
の
そ
の
姿

勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
▽

米
国
で
は
1
月
20
日
、
バ
イ

デ
ン
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
。核
兵
器
の
開
発
を
推
進
、

批
准
を
検
討
す
る
国
々
に
圧

力
を
か
け
て
き
た
前
政
権
か

ら
の
転
換
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は

そ
の
米
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
6
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

予
定
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

で
す
。
条
約
採
択
後
初
の
会

合
で
、
新
た
な
展
望
が
望
ま

れ
ま
す
。
一
方
、
日
本
は
こ

の
夏
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
理
念
は
同
じ
、
平
和

で
よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

（
渡
）

消費税減税へ
今
こ
そ
民
主
的
税
制
・
税
務
行
政
の
実
現
を

定
例
24
日

駅
頭
宣
伝
行
動

技
能
実
習
生
が
初
め
て
参
加

確定申告は
仲間とともに

確定申告は
仲間とともに

3・13重税反対
ねりま区民集会＆集団申告

第64回定期大会告示
東京土建一般労働組合練馬支部
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年
度
末
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば

現
場
が
忙
し
く
動
き
出
す

時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
今

年
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
今
月
も
皆
様
か
ら
の

お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
年

末
、
子
ど
も
達
が
一
緒
に

集
ま
れ
ず
残
念
で
す
。
お

年
玉
も
預
か
っ
て
親
に
渡

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
動
画
を
撮
っ

て
ね
、と
頼
ん
だ
け
れ
ど
、

ど
う
な
る
の
や
ら
。
早
く

コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
（
高
松
分
会
／

酒
井
緑
さ
ん
）

◇
コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か

げ
と
感
謝
し
つ
つ
、
若
い

頃
、
忙
し
く
て
観
た
く
て

も
観
ら
れ
な
か
っ
た
映
画

を
テ
レ
ビ
や
公
共
施
設
で

鑑
賞
で
き
る
幸
せ
を
か
み

し
め
て
い
ま
す
。
（
貫
井

分
会
／
野
田
さ
ん
）

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

名
作
「
暗
夜
行
路
」
の

作
者

5

試
験
で
…
…
が
外
れ
る

と
最
悪
の
結
果
に

7

立
春
を
過
ぎ
て
も
残
る

寒
さ

8

冬
は
火
災
が
多
い
季

節
。
「
火
の
…
…
！
」

10

こ
が
ね
色
と
も
い
い
ま

す

11

家
庭
で
使
う
電
気
器
具

13

湖
の
ほ
と
り
で
す

15

原
子
番
号
79

16

町
や
村
が
あ
り
ま
す

17

模
型
や
模
範
と
い
う
意

味

19

商
品
に
名
前
を
つ
け
る

こ
と

22
…
…
メ
ー
ル
と
は
電
子
メ

ー
ル

23

そ
の
国
の
代
表
的
な
競

技

24

重
量
で
す

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

食
物
を
分
解
、
吸
収
し

ま
す

2

英
語
で
は
ペ
イ
ン
タ
ー

3

中
国
江
蘇
省
の
省
都

4

陰
暦
の
3
月

5

「
国
会
の
華
」
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
品
性
が
問

わ
れ
ま
す

6

…
…
床
、
…
…
筆
、
…

…
雪

9

巻
積
雲
の
俗
称
で
す

12

首
都
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン

14

持
ち
運
び
や
す
く
て
、

便
利
で
す
。
…
…
タ
イ

プ

18

道
筋
。
頂
上
へ
の
…
…

19

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
の
人

気
番
組
「
岩
合
光
昭
の

世
界
…
…
歩
き
」

20

信
用
・
信
頼
し
て
い
る

部
下
を
こ
う
い
い
ま

す
。
…
…
腕

21

待
…
…
、
厚
…
…
、
不

…
…

内
装
工
（
3
人
以
上
）
社
員

㈱
坪
田
内
装（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
錦
2
―
6
―
5

☎
0
9
0
―
5
4
2
4
―
0

4
9
4

解
体
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（
2
人
）
社
員

㈱
新
津
重
機
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
桜
台
3
―
42
―
27
―

3
0
3

☎
0
3
―
6
7
9
4
―
0
1

2
6

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
2

人
）
社
員

㈲
レ
イ
ン
ボ
ー
（
北
大
泉
分

会
）

練
馬
区
西
大
泉
4
―
10
―
25

☎
0
3
―
3
9
2
5
―
3
8

8
8

造
園
（
剪
定
）
工
（
1
人
）

社
員

ガ
ー
ド
ゥ
ナ
ァ
・
ド
イ
（
豊

玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
中
4
―
3
―
13

―
4
0
3

☎
0
9
0
―
8
6
4
8
―
5

6
7
3

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み

は
東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人

・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5
5

2
2

〇
12
月
9
日
（
2
5
9
3
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
ジ
ョ
ヤ
ノ
カ
ネ
（
除
夜
の
鐘
）

当
選
者

北
練
馬
分
会

前
田
敏
雄
さ
ん

貫
井
分
会

野
田
光
久
さ
ん

泉
分
会

坪
井
勝
義
さ
ん

旭
町
光
が
丘
分
会

工
藤
吉
春
さ
ん

早
宮
分
会

天
野
邦
子
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
1
年
3
月
26
日

（
金
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東京土建一般労働組合練馬支部、第64回定期
大会を東京土建一般労働組合規約20条にもとづ
き下記の日程で開催します。
〔日 時〕2021年4月10日（土）午前9時30分

開場 10時00分開会
〔会 場〕区民・産業プラザ ココネリホール
〔代議員〕代議員は分会から選出された代議員

と支部役員で構成します。

①代議員選出基準と代議員定数
2021年1月末日の分会組織人員に対して、80
人に1人の割合（端数は40捨41入）で算出した
代議員数を各分会で選出します。なお、今大会
は基礎代議員を設けません。

②特別代議員
各役員待遇、および「支部役員・大会書記長」

以外の書記局を特別代議員とします。
（注1）大会準備委員は代議員として選出して
下さい。

（注2）支部執行委員会以上の役員および会計
監査は役員資格での大会出席となります。

③代議員または分会からの議案や修正案の取扱
について
修正案の提出期限を4月5日（月）午後7時

とします。
2021年2月8日
東京土建一般労働組合練馬支部

執行委員長 福岡忠行
大会準備委員長 豊原孝仁

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
、
第
64
回
定
期
大
会
を
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
8
条
及
び
第
31

条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
の
2
0
2
1
年
度
、
諸
役
員
の
立
候
補
を
下
記
の
役
職
ご

と
に
受
付
け
ま
す
。

立
候
補
者
受
付
期
間

2
0
2
1
年
2
月
9
日
（
火
）
午
前
9
時
よ
り
同
年
3
月
25
日
（
木
）
拡
大
執
行
委
員
会
、
会
議
前
の
午
後
7
時

ま
で
（
土
、
日
、
祭
日
を
除
き
、
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
の
間
、
支
部
事
務
所
で
受
付
け
ま
す
）

役
職
と
定
数

◇
執
行
委
員
長
1
人

◇
副
執
行
委
員
長
5
人

◇
書
記
長
（
常
駐
）
1
人

◇
書
記
次
長
（
常
駐
）
3
人

◇
常
任
執
行
委
員
11
人
（
1
人
は
青
年
部
長
の
枠
と
し
、
選
挙
定
数
は
10
人
と
し
ま
す
）

◇
執
行
委
員
28
人

◇
会
計
監
査
3
人

（
注
）
定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
職
ご
と
に
選
挙
を
行
い
ま
す
。

役
員
立
候
補
に
関
す
る
補
足
事
項

①
新
分
会
発
足
の
場
合
は
分
会
数
に
応
じ
て
執
行
委
員
の
定
数
の
増
員
を
行
い
ま
す
。
②
本
部
常
駐
役
員
に
推
薦

す
る
役
員
に
つ
い
て
は
特
別
職
（
特
別
常
任
執
行
委
員
）
と
し
て
支
部
役
員
待
遇
と
し
ま
す
。
③
支
部
青
年
部
長

は
97
年
度
よ
り
支
部
常
任
執
行
委
員
と
し
ま
し
た
。
④
支
部
主
婦
の
会
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
常
任
執
行
委
員

待
遇
と
し
ま
す
。
⑤
支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑥
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑦
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
に
つ
い
て
は
、
支
部
執
行
委

員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑧
本
部
主
婦
の
会
・
青
年
部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
長
は
支
部
常
任
執
行
委
員
待

遇
と
し
ま
す
。
⑨
本
部
主
婦
の
会
・
青
年
部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
他
の
本
部
役
員
は
執
行
委
員
待
遇
と

し
ま
す
。
⑩
立
候
補
者
は
、
支
部
事
務
所
に
て
掲
示
を
行
い
、
立
候
補
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。
※
待
遇

お
よ
び
特
別
職
は
支
部
役
員
と
し
ま
す
が
、
機
関
会
議
で
の
決
議
権
は
持
た
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

2
0
2
1
年
2
月
8
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部

第
64
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
長

奥
澤
悦
子

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

第64回定期大会告示第64回定期大会告示
東京土建一般労働組合練馬支部東京土建一般労働組合練馬支部

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部

第
64
回
定
期
大
会

役
員
選
挙
告
示

第
64
回
定
期
大
会

役
員
選
挙
告
示


